
財団法人 建築技術教育普及センター北海道支部
〒060-0042　札幌市中央区大通西5丁目11 大五ビル6階
TEL：011-221-3150

アイカ工業株式会社 札幌支店
〒003-0006　札幌市白石区東札幌6条5丁目1-4
TEL：011-811-9201

株式会社あさひ製作所
〒062-0911　札幌市豊平区旭町5丁目2-7
TEL：011-811-6028

有限会社小笠原工芸社
〒062-0039　札幌市豊平区西岡538-26
TEL：011-582-8120

㈱川島織物セルコン　東日本・北関東営業部 札幌営業所
〒065-0008　札幌市東区北8条東10丁目1-1　㈱LIXIL北海道支社内
TEL：011-330-1777

株式会社カンディハウス札幌
〒064-0946　札幌市中央区双子山4丁目1-10
TEL：011-511-0303

クリナップ株式会社 北海道支店
〒003-0023　札幌市白石区南郷通11丁目北1-30
TEL：011-864-8007

株式会社Hand Made
〒004-0867　札幌市清田区北野7条4丁目11-20 ホワイトヴィラ74 1階
TEL：011-888-1122

株式会社福住
〒065-0012　札幌市東区北12条東1丁目4-23
TEL：011-753-4555

北海道芸術デザイン専門学校
〒001-0027　札幌市北区北27条西8丁目
TEL：011-717-6949

東リ株式会社 札幌営業所
〒062-0911　札幌市豊平区旭町3丁目1-7　
TEL：011-833-0040

物林株式会社 北海道支店
〒060-0003　札幌市中央区北3条西2丁目10-2
 札幌HSビル　TEL：011-271-1188

リリカラ株式会社 札幌支店
〒063-0832　札幌市西区発寒12条12丁目2-20
TEL：011-666-2125

小林商事株式会社 札幌開発部
〒060-0042　札幌市中央区大通西8丁目2-39 
北大通ビル6階　TEL：011-251-0540

株式会社札幌ファニチャー
〒061-1270　北広島市大曲279-70
TEL：011-377-2177

㈱サンゲツ北海道支社
〒003-0011　札幌市白石区中央1条2丁目1-37
TEL：011-832-3111

シンコール株式会社 北海道本社
〒060-0051　札幌市中央区南1条東6丁目1-1
TEL：011-209-0123

大光電機株式会社 札幌支店
〒064-0804　札幌市中央区南4条西13丁目2-2
TEL：011-561-8067

ケント・ハウス株式会社
〒060-0809　札幌市北区北9条西4丁目18番地1
TEL：011-746-5545

トーソー株式会社 札幌支店
〒003-0012　札幌市白石区中央2条3丁目3-10
TEL：011-841-3731

株式会社キッチンハウス札幌
〒060-0031　札幌市中央区北1条東2丁目5-3
TEL：011-200-2737

ニッポー・コーポレーション株式会社
〒003-0023　札幌市白石区南郷通14丁目2-23
TEL：011-846-7430

田島ルーフィング㈱札幌営業所
〒060-0042　札幌市中央区北大通り西6丁目2-6
三井生命札幌大通ビル3階
TEL：011-231-8261

札幌齊藤木材株式会社
〒003-0827　札幌市白石区菊水元町7条2丁目6-1
TEL：011-876-2082

ピーエス株式会社 北海道支店
〒061-1112　北広島市共栄41-3
TEL：011-373-2221

白馬堂印刷株式会社
〒064-0823　札幌市中央区北3条西25丁目
TEL：011-621-1471

ホクレンホームセンター
〒060-0905　札幌市東区北5条東7丁目
TEL：011-711-3003

及能 株式会社 (キュウノ)
〒062-0051　札幌市豊平区月寒東1条17丁目3-5
TEL：011-851-2299

株式会社タイセイ
〒065-0007　札幌市東区北7条東13丁目2-14
TEL：011-723-6010
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編集後記
新メンバーでの30号の発刊となりました。
キーワードは「道」です。IPの道・次世代に繋げる道・
北海道の道　表紙を飾ったのは手塚さんの丸刈り
頭と会員の皆さんです。経費削減で厳しい予算で
の手作りですが来期31号につなげていきたいとお
もいます。

（河村）



デザインの可能性

　2014年10月25日（土）、ＴＫＰガーデンシティ札幌駅

前に於いて、札幌デザインウィーク同時開催、当協会

理事である浦一也氏によるセミナー「デザインの可能

性」が開催されました。

　セミナーの内容「京都迎賓館」「主な作品」「リノベー

ションはん亭」「ホテルを測る」「デザインの可能性」「Ｊ

Ｒ西日本の寝台列車」の中から、浦氏の思いである「デ

ザインの可能性」と最新プロジェクト「ＪＲ西日本の寝

台列車」についてご報告致します。

　私達は本来、建築・インテリア・グラフィックなど分類された世界

ではなく「一体化した世界、ひとつながり」の中にいます。

　「茶の湯」の世界は、庭・建築・道具・作法などが非常に密接にコン

パクトに結びついていて、花入れや軸にいたるまで人と季節と時間が

あり得るべき姿まで高められ、普段の生活や文化のあり方まで示唆を

与える・・わたしたちは茶の湯の姿にデザインの可能性を発見するこ

とができると思います。ハードとソフトが混然となった世界をコンパ

クトに芸術にまで高めたのが「茶の湯」すなわちお茶の世界だと思い

ます。

　お茶を点ててそれをいただく…それだけのことにわたしたちは宇宙

を見ることができます。茶の湯のように「ひとつながり」として環境

を一体化して捉える努力を惜しんではならないと思います。

● 茶の湯 ● 

　わたしたちはデザインのプロといわれていますが、プロだけに通用する「ことば」は使いたくありません。デザ

イン（企図）を実現させるために、誰にでも通じる平易なことばを使いたいのです。誰にでも分かることばで世界を、

広い環境を描いてみせたいのです。このごろわたしの師であった小池岩太郎氏のことばを実感をもって思い出し、

かみしめています。

　わたしたちは「しろうと」ではないのですが、「くろうと」になってしまってもいけないのだと思います。いわば「し

ろうと」の事がよくわかっているプロです。一般の人々が素直に物事を見て、感じて、生きていくことにわたした

ちは人一倍敏感でなければならないのです。そしてわかりやすいことばでどんな生活環境が望ましいかを多くの人

に語ることができなければいけないと思います。

　愛についてですが、デザインの本質は「おもいやり」や「慈しむ心」にこそあると思います。人を大切に思う心が

なければデザインなどできません。これは「愛」です。大きな心や慈しみは人に響くものです。人を動かします。

感動があると思います。きっとこれはできると思います！高い可能性があると思っています。

● 私たちは「偉大なしろうと」 ● 

　JR西日本は2017年に運行すべく、次世代寝台列車の開発を進めており、

私は現在、ＪＲ西日本の次世代豪華寝台列車におけるデザインのプロ

デューサーをしています。

　10両編成で収容客数34名、ダイニング・カー、ラウンジカー、オブザベー

ション・カーなどを備え、専用バルコニーも設置されます。コンセプトは「美

しい日本をホテルが走る…懐かしさを探す旅」です。

● JR西日本豪華寝台列車 ● 

私たちは「偉大なしろうと」でなければいけない
　　　デザインとは愛である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小池岩太郎）

浦一也氏プロフィール

1947　札幌に生まれる

1970　東京芸術大学美術学部工芸科卒業

1972　同大学院美術研究科修士課程修了　日建設計入社

1994　日建スペースデザイン設立　代表取締役

2012　浦一也デザイン研究室

2014　JR西日本寝台列車デザインプロデューサー

著書　「旅はゲストルーム（光文社）」「測って描く旅（彰国社）」

2 3

　デザインとは「企図すること」「想像すること」だと思います。企てる、意図することです。なかでもあり

得るべき「姿」を考えることです。国土の姿を考える…街のあり方を考える…建物の姿を考える…テーブルの

上を考える…今日着る服を考える。みんなデザインです。構想を、見える・触れるものにしてそれを絵なり、

図面にしてそれを実現することだと思います。

デザインとは◆ ◆

※画像はJR西日本NEWS.RELASEより



JIPA全国大会 in鹿児島
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パース講習会

賛助会員セミナー

新役員よりメッセージ
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活　動　内　容
北海道インテリアプランナー協会

会　長　佐藤　利明

事務局長　松田　秀章

総務委員会

委員長

石崎　多鶴子

　平成27年度が始まりましたが、今年度は特別大きな事業活動は有りません。恒例事業として全国大
会参加（今年は静岡県）・総会・ミニさっぽろ・札幌デザインウィーク・各種セミナー・IP資格試験直前講
習会・新年会・パース講習会・ボウリング大会、そして外部団体等と共同で、BBQパーティー・ゴルフ大会・
クリスマスデザインパーティー・スキーツアー等めじろおしです。皆様いつもご参加頂き誠に感謝申し
上げます。インテリア関連業界も毎年時流に翻弄されがちで、特に北海道は顕著で有ります。良い時
もそうで無い時も智恵を出し頑張って行く事が求められます。そう言う時こそ我々北海道インテリア
プランナー協会はインテリアデザインに関わる方々の技術の向上、知識・普及啓発の為、又親睦をはか
る為に存在しています。又、インテリアデザインに興味を持ち、デザインに憧れ、夢を描いている子供達、
学生達にも目を向け、導いて行きたいと考えています。次世代の若者たちに、実務におけるデザイン
の楽しさ・苦しさ・厳しさ・達成感など、セミナー等を通じて広報したいと思います。会員数が減少傾
向にある時代ですが魅力のある会の活動を推進していく事が存続に繋がり、次世代に継承出来ると確
信しています。どうか当協会の活動にご理解頂きご支援の程宜しくお願い申し上げます。

　事務局長を拝命する上に当たって、一番悩んだのが事務局に常備しなければならないという膨
大な資料の置き場でした。佐藤会長（前事務局長）宅にその資料を受け取りに行き、多大な荷物を
自宅の事務所兼和室に運び込んで、棚に並べたとき、資料の多さが問題なのではなかったことに
初めて気づかされました。23年以上に渡る「協会の歴史」が、そこには刻印されていたからでした。
　北海道インテリアプランナー協会は、多様で多彩な人材で成り立っています。インテリアプラ
ンナーという資格を通じて知り合った「人材交流の場」が協会にはあります。生業はもちろん、考
え方も異なる多く人たちが内包されているのです。理事会を中心として、総務／交流事業／情報
の３つの委員会が基本となって展開される活動をバックアップするのが事務局の役割だと私は考
えています。委員会活動に限らない「協会の外」に向けたＨＩＰＡの「発信の場」もあるかも知れ
ません。そんな多様な活動が今後展開される事を期待し、応援していきたいと考えています。

　総務委員会は組織強化と円滑な運営の為
の活動をおこなっています。
　主な活動としては、定時総会運営、新年
会開催、入退会や会費納入に関わる業務と
なるのですが、インテリアプランナー試験
の受験直前講習会を毎年11月上旬に開催
しています。また、新企画として、パース
短期集中講座を2月3日から計5回開講いた
しました。会員外の方、賛助会企業にお勤
めの方も参加され、熱心に受講されていま
した。今期は理事改選に伴い組織変更があ
りましたので、新しいリーフレットを作成
いたしました。インテリアプランナーと
は？という問いかけから始まる佐藤新会長
のご挨拶や受験について、当協会への入会
案内等、会員増強に役立つ内容に一新して
います。新年会は “新しい感性と出会う、
札幌の中庭” をコンセプトに札幌駅前に８
月にオープンした「赤れんがテラス」3階

（CUGURID）で開催しました。注目のイン
テリア空間と味覚の新規開拓をしたいと思
いますので、皆様からの情報をお待ちして
います。

交流・事業委員会

委員長

熊谷　幸雄

　交流・事業委員会は会員相互の交流と他
団体との親睦交流を目的に活動しています。
今年度の活動としては7月には賛助会員に
よるセミナーを開催。及能㈱による『畳の
基礎知識』、ピーエス㈱『目に見えないイン
テリアデザイン－室内環境のよもやま話』、
リリカラ㈱による『新壁紙見本帳2014WILL
の説明』を行い、10月初旬は『ミニさっぽ
ろ』に参加し、インテリアデザインのお仕
事を体験してもらいました。同じく10月
には毎年大盛況のデザインイベント『札幌
デザインウィーク』に参加し、会場の札幌
駅前地下歩行空間（チ・カ・ホ）でワーク
ショップを開催、大勢の方にご来場頂きイ
ンテリアデザイナーの仕事を楽しんで頂き
ました。また、賛助会員の北海道芸術デザ
イン専門学校の方による「ヒンメリと木の
マグネット作り」も大好評でした。来年度
も皆様に楽しみ、お役にたてる企画を行い
ますのでたくさんのご参加とご協力をお願
いいたします。

情報委員会

委員長

河村　利枝子

　今期より新体制になり　佐藤会長の元、
情報委員長を務めることになりました。
情報委員会の主なしごとは IPニュース
V30の発行とホームページの運営にありま
す。HPでは協会活動を積極的に発信して
更新をまめにすることにより協会内外に
ひらかれた会にすることで HIPA の普及に
つなげていきたいとおもいます。皆様か
らの情報提供もどんどん受け付けますの
でご協力よろしくお願いいたします。平
行して情報誌である IPニュース30も委員
の皆様の協力で発刊にいたりました。今
回は表紙を一新して IPの「道」をテーマに
新年会の写真を使いました。特集「デザイ
ンの可能性」は浦氏のセミナー報告をお
届けいたします。またセミナー内容は HP
にも UP予定です。来期はもっとパワー
UPしプランナーの仕事に役立つ情報を提
供していきたいとおもいます。

HIPA Hokkaido Interior Planner's Association 2015 Review
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4月12日
　～13日

　　25日

5月 9日
　　16日
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HIPA/北海道インテリアプランナー協会 第1回 臨時理事会

10月  4日
 ～5日

 10日

 22日
 ～26日

ミニサッポロ2014参加「インテリアデザインの仕事」

HIPA/北海道インテリアプランナー協会 第3回 理事会

札幌デザインウィーク 2014 参加
・ワークショツプ　・セミナー 「デザインの可能性」 / 浦　一也

HIPA/北海道インテリアプランナー協会 2014年度 総会
HIPA/北海道インテリアプランナー協会 第2回 臨時理事会

6月13日 HIPA/北海道インテリアプランナー協会 第1回 理事会

8月 8日 HIPA/北海道インテリアプランナー協会 第2回 理事会

11月 2日 インテリアプランナー設計製図試験・直前講習会

7月11日

　　12日
　　20日

賛助会員によるセミナー
第1部：「はじめまして、畳です。・・・・畳の基礎知識」　及能株式会社
第2部：「目に見えないインテリアデザインー室内環境のよもやま話」　リリカラ株式会社
見学会/ナカヤマアーキテクツ新社屋ビル
北広島浦邸にてBBQパーティー開催

12月 5日 HIPA/北海道インテリアプランナー協会 第4回 理事会

1月30日 HIPA/インテリアプランナー協会新年会

2月  6日 HIPA/北海道インテリアプランナー協会 第5回 理事会

2月  3日
 ～24日 HIPA/パース講習会　基礎編　

3月12日 ボウリング大会



協　会　案　内

　1987年、建設省の告示に基きインテリアプランナーの資格制度が発足し、その
後インテリアプランナーの重要性が認識されるとともに、日本全国で資格取得者
が増加してきました。
　北海道インテリアプランナー協会（略称：HIPA）は、全国初のインテリプランナー
の資格を団体として1991年に設立されました。その後、全国各地でインテリアプ
ランナーの協会が発足すると、1998年には全国の協会を統合した日本インテリア
プランナー協会協議会が発足しました。その後2004年12月に法人日本インテリア
プランナー協会が設立されました。
　協会では、インテリアプランナーの知識向上にに始まり、一般的なインテリア
に対する知識の普及や啓発を通して社会に貢献することを目標として、研鑽の日々
を送っています。

〈インテリアプランナーという資格とは〉
インテリアプランニングにおける企画・設計・工事監理を行うインテリアに関する
知識と技術に習熱した専門家のことであり、国土交通省所管の公益財団法人建築
技術教育普及センターが行う試験に合格し、登録を受けた資格者のことです。

■受験資格：受験しようとする年の4月1日現在20歳以上であれば、どなたでも受
　験できます。学歴等は問いません。
■試験

・「学科試験」及び「設計製図試験」により構成されています。
・「学科試験」「設計製図試験」それぞれの試験ごとに合格者を決定します。
・5年以内に「学科試験」及び「設計製図試験」のいずれにも合格した者をインテリ

アプランナー試験の合格者とします。
■登録

・試験に合格し、既定の登録資格の審査を経て登録を受けた者に、「インテリアプ
ランナー」の称号が付与されます。

・登録の有効期限は5年とし、更新講習を修了することにより登録を更新すること
ができます。

■試験日程
・試験案内配布開始 5月初旬

・受験申込関係書類の領布　　7月末

・受験申込書の受付締切 9月中旬

・試験の実施 11月中旬

・合格者の発表翌年 翌年2月中旬

詳しくは、公益財団法人建築技術教育普及センターのホームページ
（http://www.jaeic.or.jp/）にてご確認ください。
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◆協　会　案　内

◆インテリアプランナーの試験の概要

会　　　　　　費

正 会 員

準 会 員

賛助会員

学生会員

入　会　金

10,000円
年　会　費

12,000円

   8,000円

 20,000円を一口とする

   5,000円

▼

▼

▼

▼

■北海道インテリアプランナー協会
　〒004-0863　
　札幌市清田区北野3条5丁目12-22
　TEL/FAX：011-882-3322
　http://www.hipa.biz/ 
　E-mail:mail@hipa.biz

■岩手県インテリアプランナー協会
　TEL/FAX：0197-65-2544
　E-mail:s-sekkei@mx5.et.tiki.ne.jp

■山形インテリアプランナー協会
TEL/FAX：023-645-3533
E-mail:s-design-risuke@msj.biglobe.ne.jp

■東京インテリアプランナー協会
TEL：03-3446-8860 FAX：03-3446-1417
http://www.jipat.gr.jp E-mail:office@jipat.gr.jp

■静岡県インテリアプランナー協会
TEL/FAX：054-255-8027
http://www.ipas.jp/index.html
E-mail:dzh00273@nifty.com

■中部インテリアプランナー協会
TEL/FAX：052-209-9600
http://www.chubu-ip.com
E-mail:cip@chubu-ip.com

■北陸インテリアプランナー協会
TEL/FAX：076-5633-4241
E-mail:yamakoshi@kist.ac.jp

■一般社団法人 関西インテリアプランナー協会
TEL：06-6266-5735 FAX：06-6266-5745
http://www.jipa.net/kipa E-mail:kipa@jipa.net

■中国インテリアプランナー協会
TEL：082-923-2132 FAX：082-922-0018
http://cipa21.com/ E-mail:cipa@cipa21.com

■西日本インテリアプランナー協会
TEL：092-751-3303 FAX：092-751-8088
http://www.9.ocn.jp/~nipa/ E-mail:nipa@tune.ocn.ne.jp

Japan Federation of Interior Planner's Association

一般社団法人  日本インテリアプランナー協会

新 入 会 員

■往田　協子
勤務先    〒063-0824　
 札幌市西区発寒4条5丁目7-38-207
 ㈱七彩空間　代表取締役
勤務電話　011-556-1807　
勤務FAX　 011-351-2407
mail　k-outa@nanairo-kuukan.com

■阿部　美子
勤務先    ララプラスキッチン
勤務FAX　 011-222-2100
mail　qqe45yw9k@eos.ocn.ne.jp

■松村　美幸      
勤務先    〒004-0874　
  札幌市清田区平岡4条6丁目14-12
ガーデンデザイン・アルター　 代表
勤務電話　011-882-3437　
勤務FAX　 011-882-3437
mail　wisefamiy_style@ybb.ne.jp

■和田　亜希子
勤務先    〒060-0061　
  札幌市中央区南1条西12丁目4-182 ASビル2F
業務用グラス　Vaisselle　 
勤務電話　011-596-9154　
勤務FAX　 011-596-6154 
mail　a.wada@vaisselle-sapporo.com

SAPPORO DESIGN WEEK 2014
情報委員会　佐々木　義則

10月22日～26日、会場の札幌駅前地下歩行空間（チ･カ･ホ）

北1条イベントスペースEASTではHIPAによる恒例のワーク

ショップを開催し、大勢の方にご来場頂きました。

「インテリアデザイン体験」では小学生と大人の方合計84名

が参加。

お部屋のイメージデザインをしてもらい、インテリアデザイ

ナーの仕事に親しんでもらいました。

「賛助会員によるワークショップ」を同時開催し「ヒンメリと

木のマグネット作り」を体験していただきました。

（ヒンメリとは、フィンランドの伝統装飾で、今回はストロー

にひもを通して組み立てました）

こちらもたくさんの人で賑わいました。

対応いただきましたのは、北海道芸術デザイン専門学校の松

原先生、桂先生と学生さん達です。ありがとうございます。

また、会場壁面には会員の作品パネル展・「サントリーミド

リエ」・「クリスマスツリー植林」等の展示が行われました。
会員数

・正会員　　　　　　  42名
・準会員　　　　　　  42名
・賛助会員　　　　　 29社
 合計  113名

（準会員）

h i p a  r e p o r t

北海道インテリアプランナー協会



財団法人 建築技術教育普及センター北海道支部
〒060-0042　札幌市中央区大通西5丁目11 大五ビル6階
TEL：011-221-3150

アイカ工業株式会社 札幌支店
〒003-0006　札幌市白石区東札幌6条5丁目1-4
TEL：011-811-9201

株式会社あさひ製作所
〒062-0911　札幌市豊平区旭町5丁目2-7
TEL：011-811-6028

有限会社小笠原工芸社
〒062-0039　札幌市豊平区西岡538-26
TEL：011-582-8120

㈱川島織物セルコン　東日本・北関東営業部 札幌営業所
〒065-0008　札幌市東区北8条東10丁目1-1　㈱LIXIL北海道支社内
TEL：011-330-1777

株式会社カンディハウス札幌
〒064-0946　札幌市中央区双子山4丁目1-10
TEL：011-511-0303

クリナップ株式会社 北海道支店
〒003-0023　札幌市白石区南郷通11丁目北1-30
TEL：011-864-8007

株式会社Hand Made
〒004-0867　札幌市清田区北野7条4丁目11-20 ホワイトヴィラ74 1階
TEL：011-888-1122

株式会社福住
〒065-0012　札幌市東区北12条東1丁目4-23
TEL：011-753-4555

北海道芸術デザイン専門学校
〒001-0027　札幌市北区北27条西8丁目
TEL：011-717-6949

東リ株式会社 札幌営業所
〒062-0911　札幌市豊平区旭町3丁目1-7　
TEL：011-833-0040

物林株式会社 北海道支店
〒060-0003　札幌市中央区北3条西2丁目10-2
 札幌HSビル　TEL：011-271-1188

リリカラ株式会社 札幌支店
〒063-0832　札幌市西区発寒12条12丁目2-20
TEL：011-666-2125

小林商事株式会社 札幌開発部
〒060-0042　札幌市中央区大通西8丁目2-39 
北大通ビル6階　TEL：011-251-0540

株式会社札幌ファニチャー
〒061-1270　北広島市大曲279-70
TEL：011-377-2177

㈱サンゲツ北海道支社
〒003-0011　札幌市白石区中央1条2丁目1-37
TEL：011-832-3111

シンコール株式会社 北海道本社
〒060-0051　札幌市中央区南1条東6丁目1-1
TEL：011-209-0123

大光電機株式会社 札幌支店
〒064-0804　札幌市中央区南4条西13丁目2-2
TEL：011-561-8067

ケント・ハウス株式会社
〒060-0809　札幌市北区北9条西4丁目18番地1
TEL：011-746-5545

トーソー株式会社 札幌支店
〒003-0012　札幌市白石区中央2条3丁目3-10
TEL：011-841-3731

株式会社キッチンハウス札幌
〒060-0031　札幌市中央区北1条東2丁目5-3
TEL：011-200-2737

ニッポー・コーポレーション株式会社
〒003-0023　札幌市白石区南郷通14丁目2-23
TEL：011-846-7430

田島ルーフィング㈱札幌営業所
〒060-0042　札幌市中央区北大通り西6丁目2-6
三井生命札幌大通ビル3階
TEL：011-231-8261

札幌齊藤木材株式会社
〒003-0827　札幌市白石区菊水元町7条2丁目6-1
TEL：011-876-2082

ピーエス株式会社 北海道支店
〒061-1112　北広島市共栄41-3
TEL：011-373-2221

白馬堂印刷株式会社
〒064-0823　札幌市中央区北3条西25丁目
TEL：011-621-1471

ホクレンホームセンター
〒060-0905　札幌市東区北5条東7丁目
TEL：011-711-3003

及能 株式会社 (キュウノ)
〒062-0051　札幌市豊平区月寒東1条17丁目3-5
TEL：011-851-2299

株式会社タイセイ
〒065-0007　札幌市東区北7条東13丁目2-14
TEL：011-723-6010

2015.vol.30

vol.30

2015 HIPA 新年会

■セミナー “デザインの可能性”
 浦　一也

■新役員よりメッセージ
■協会案内

IP NEWS No.30
企画・編集
情報委員　河村　利枝子
編集委員　内村　善憲・佐々木　義則
 川岸　敦子・手塚　哲也
 往田　協子・大村　敏勝
印　　刷　白馬堂印刷㈱
発 行 日　2015年　3月31日

北海道インテリアプランナー協会　賛助会員
2014年12月現在

編集後記
新メンバーでの30号の発刊となりました。
キーワードは「道」です。IPの道・次世代に繋げる道・
北海道の道　表紙を飾ったのは手塚さんの丸刈り
頭と会員の皆さんです。経費削減で厳しい予算で
の手作りですが来期31号につなげていきたいとお
もいます。

（河村）


